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研究成果の概要（和文）：2010～2011 年度には、従来の研究を発展させる形で、20 世紀初

頭の北東アジアにおける日露の実業的ネットワークの析出に務めた。研究実施計画に沿って手

に入れられた貴重な日露両国側の史料を綿密に分析し、日本商社によるロシア市場への進出

プロセスとそれらの対露戦略方針を解明し、当時の日露貿易の諸問題を明確化することが

できた。研究成果の一部はすでに学内誌『北東アジア研究』等に掲載されている。 

 

研究成果の概要（英文）：In 2010-2011 financial years, the applier, extending his previous 

investigations, strived to clarify the frames of the Russo-Japanese business network in 

the North-Eastern Asia at the beginning of the 20th century. In accordance with the 

research plan, he attentively analyzed valuable Russian and Japanese historical sources, 

which he could get into his hands, clarified the process of the Japanese trade companies’ 

penetration into the Russian market and their strategic course to Russia, and 

distinguished some important problems of the Russo-Japanese trade in this period. These 

research results have been already published partly in the Shimane Journal of North 

East Asian Research and other journals. 
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年にわたり、第一次世界大戦期における日露

接近について研究してきた。この研究のなか

で研究代表者が特に注目したのは日露接近

の政治的・社会的・文明的な背景であり、地

域的なレベルでの人的な交流や経済的な関

係は惜しくも、視野外に残ることとなってし

まった。その結果、20世紀初頭の日露同盟の

性質をよりよく解明するために、日露間に広

がっていた実業的なネットワークの輪郭を

明確化する必要性を痛感し、本研究を試みる

ことにした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、20世紀初頭という「帝国

主義の時代」を中心に、ロシア極東や満州を

拠点とする実業家たちと日本の実業家たち

の実務的な接点を探り、その人的なネットワ

ークの輪郭を検出すると同時に、日本商社に

よるロシア市場への進出プロセスとそれら

の対露戦略方針を解明し、当時の日露貿易の

諸問題を明らかにすることにあった。 

 

３．研究の方法 

研究代表者は本研究テーマについて、日露

両国の外交資料や公文書、商社の資料、両国

の地元の定期刊行物を頼りにして実証的に

調査した。具体的には、モスクワのロシア帝

国対外政策史料館（AVPRI）やロシア国立軍

事史資料館（RGVIA）、ウラジオストークの

ロシア国立極東歴史公文書館（RGIADV）、東

京の外務省外交史料館、防衛省防衛研究所、

三井文庫、東京経済大学大倉財閥資料室や三

菱経済研究所などで史料を発掘し、北東アジ

アを中心とした外国資本の商社と日本の商

社との実業的な関係を比較史的な方法をも

って徹底的に分析した。 

 
４．研究成果 

2010～2011年度には、従来の研究を発展さ

せる形で、20世紀初頭の北東アジアにおける

日露の実業的ネットワークの実像をつかめ、

その一部を再現できた。特に、三井物産のロ

シア市場進出過程とその対露貿易戦略、およ

びウラジオストークのブリネル商会の対日

貿易関係を事例にして、日露実業関係や日露

貿易の諸側面に光を当てることができた。 

具体的には、ロシア市場への進出において

三井物産が成功したのはスイス出身の外商

ブリネルのおかげであったことが分かった。

要するに、極東ロシアの外商たちは、日露間

において重要な媒介物の役割を果たしてお

り、日本の経済界の対露進出を容易にしたわ

けである。日本実業界との緊密な関係をつく

りあげたブリネル＆クズネツォーフ商会は

第一次大戦期の日露経済関係において最重

要な役割を果たしたことも明らかとなった。 

さらに、同商会と日本の実業界との関係に

はブリネルが管理していた銀鉛亜鉛のテチ

ュヘ鉱山をめぐる諸関係が重大な位置を占

めていたこと、後藤新平らを中心とする東京

の日露協会が日露経済関係の背景に大いに

動いていたこと、ロシアの武器軍需品発注が

日本の実業界に大きな影響を与えたことを

解明した。研究過程で得られた研究成果は学

内誌および他の学外誌に掲載されている。 
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